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特集｜大中口径管路の非開削建設技術〈管診鏡と管路評価診断技術〉

はじめに1 .
　近年，下水道管路は老朽管が急速に増加し，それに
起因する陥没事故等も大きな社会問題となっている。
　国土交通省は，「下水道事業のストックマネジメン
ト実施に関するガイドライン─2015年版─」において，
管路施設のストックマネジメントの基本的な考え方と
実施フローを示し，その中で施設情報の収集・整理や
リスク評価等が必要であるとしている。
　このような背景から，下水道管路の効率的な点検や
スクリーニング調査手法の確立が重要となっている。
管路診断コンサルタント協会（以下，管診協）では，
このようなニーズに対応するため，2020年11月より

「管
かんしんきょう

診鏡」の販売を開始した。

管診鏡の技術紹介2 .
　管診鏡には，マンホール内部点検用機材の「管診鏡
MC」と管口点検用機材の「管診鏡PC」の2種類があ
る。本機材は「安全に，早く，正確に老朽化の状況を
把握する」というコンセプトのもと，コンサルタント
自らがマンホール内部に入孔せずに，内部状況の把握

が可能となるよう，画像データを収集・整理できる機
材として制作した。地上にいる作業員がリアルタイム
で映像/画像を確認できることに加え，短距離無線通
信に対応することで，取扱が容易となることを前提と
している。
　本機材を用いることで，既存管路施設の定量的予測
に基づくリスク評価が可能となり，当該施設の現状を
十分加味した対策を立案することで，ストックマネジ
メントの実効性の向上に活用できる。

2−1　管診鏡MC
　管診鏡MCは，マンホールの内部に入孔することな
く，マンホール内部を鮮明に撮影することが可能であ
る。動画・静止画の撮影が可能であり，360°ライトと
カメラを用いて，異状の有無・程度を把握することが
可能である。360°カメラを用いていることから，施設
の複雑な形状も把握することが可能であり，詳細設計
等にも活用できる。
　機材は，伸縮ポールにLEDライト（360°照射）と
360°カメラを取付けたものであり，軽量で扱いやすい
仕様となっている。また，タブレット等により，リア
ルタイムで施設内の状況を把握することが可能である

（図−1）。
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